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提案理由 

歯科口腔保健の推進に関する法律及び千葉県歯・口腔の健康づくり推進条例

との整合を図り、もって八千代市民の健康保持・増進に寄与するため、八千代

市民の歯と口腔の健康づくり推進条例の制定を求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



八千代市民の歯と口腔の健康づくり推進条例の制定を求める決議 

 

国は、国民が健康で質の高い生活を営む上で口腔の健康が基礎的かつ重要な

役割を果たしているとともに、国民の日常生活における歯科疾患の予防に向け

た取り組みが口腔の健康の保持に極めて有効であることにかんがみ、昨年８月

１０日に歯科口腔保健の推進に関する法律を施行したところである。 

この法律は、歯科口腔保健の推進に関した基本理念にのっとり、施策の策定

及び実施する国の責務と、地方公共団体においても国との連携を図りつつ、地

域の状況に応じた施策の策定と実施の責務を有するものとしている。 

千葉県にあっては、国の法律施行以前の平成２２年４月１日に千葉県歯・口

腔の健康づくり推進条例を施行し、県民の歯・口腔の健康づくりについて、県、

歯科医師等の責務及び教育関係者、保健医療福祉関係者、県民の施策の基本的

な事項を定め、総合的かつ計画的に県民の健康保持・増進に寄与するとし、条

文中には市町村との連携協力等を明記したところである。 

本市議会としても、乳幼児から高齢期までのそれぞれの時期における口腔と

その機能の状態及び歯科疾患の特性に応じて、適切かつ効果的に歯科口腔保健

を増進することは、肥満や糖尿病などの生活習慣病の予防につながるなど、全

身の健康の保持・増進に寄与するものと考えるものである。 

よって、本市においても国・県の法体系に合致した条例を制定し、歯科口腔

保健に関する知識等の普及啓発に努めるとともに、歯科検診や歯科疾患の予防

等について施策の策定と実施を図るべく、八千代市民の歯と口腔の健康づくり

推進条例の制定を求めるものである。 

以上、決議する。 
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